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要旨

当所は，宮崎県の環境及び食物に含まれる放射性物質について昭和 63 年から調査を行っている．

本報告では，平成 24 年 4 月から平成 25 年 3 月までの調査について報告する．

全β放射能測定では，定時降水試料は N.D.～4.3 Bq/L であった．また，γ線スペクトル測定では，

茶において Cs-137 を 0.78～1.9 Bq/kg，土壌において Cs-137 を 1.8 Bq/kg 検出した．茶については，

平成 23 年 2 月までの過去 3 年間の値と比べて Cs-137 はやや大きい値を示したものの，Cs-134 は検

出限界値未満（計数値がその計数誤差の 3 倍未満)であった．空間放射線量率はモニタリングポスト

を用いて調査したところ 24.3～56.8 nGy/h であった．その他の測定結果については，平成 23 年 2 月

までの過去 3 年間の値とほぼ同程度の数値であった．

なお，本調査は文部科学省からの委託調査として実施したものである．
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はじめに

 本県の平常時における環境放射能レベルにつ

いては，昭和 63 年度に当所に機器が配備され

て以来，全国調査の一環として調査を続けてい

るが，このたび平成 24 年度の調査を終了し，

結果を取りまとめたので，その概要を報告する．

調査の方法

１ 調査対象

 降水：降雨を毎日午前 9 時に採取し，担体等

（I－，Ag＋，HNO3）を添加したのち，濃縮乾

固し，全β放射能を測定した．

 大気浮遊じん：ハイボリュームエアサンプラ

ーにより大気浮遊じんを濾紙上に採取して，核

種分析を行った．

降下物：大型水盤に水を張り屋外に放置して，

降下してくる放射性物質を捕集し，担体等を添

加したのち，濃縮乾固し，γ線を測定し，核種

分析を行った．

 蛇口水：試験室内の蛇口から宮崎市水道局よ

り供給される上水を採取し，降下物と同様の方

法で処理してγ線を測定し，核種分析を行った．

 土壌：圃場より採取した上層及び下層の土壌

を乾燥後，粉砕し縮分して，γ線を測定し，核

種分析を行った．

 精米，牛乳：生産地から採取した試料につい

て，そのまま γ線を測定し，核種分析を行った．

 野菜，茶：生産地から直接採取した野菜(大根，

ホウレン草)，所定の茶園から生産され加工され

た煎茶を乾燥炭化後，灰化し，γ線を測定し，

核種分析を行った．

 空間放射線量率： NaI(Tl)シンチレーション

検出器を当所屋上(地上高 20 m)に設置し，常

時連続して測定した．

 緊急モニタリング：蛇口水を毎日(休日を除

く）1.5 L を採取し，3 ヶ月分をまとめて濃縮乾

固し，γ線を測定し，核種分析を行った．
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２ 測定装置

 全β放射能：

β線測定装置(アロカ社製 JDC-3201)
 γ線核種分析：

ゲルマニウム半導体核種分析装置

(SEIKO EG&G 社製 GEM-15180-P･
MCA7700， GEM25P4-70･MCA7600)
 空間放射線量率：

モニタリングポスト

(アロカ社製 MAR-21)

結果及び考察

 降水中の全β放射能調査結果を表 1 に示す．

平成24年度は，総量3225.9mmの降雨があり，

105 回の降水試料を採取して降雨中の全放射

能を測定した．結果は，11 月を除いて全て検出

限界値未満（計数値がその計数誤差の 3 倍未満)

であった．僅かに検出限界値以上となった 11
月の降水試料 1 回分についても，平成 23 年 2
月までの過去 3 年間の値の範囲内であった．

 大気浮遊じん，降下物，土壌等の環境試料並

びに牛乳，野菜及び茶について，所定の前処理

後，γ線スペクトルを測定し，核種分析を実施

した結果を表 2 に示す．人工放射性核種として

は，検出限界値（計数誤差の 3 倍）以上の Cs-137
が全 25 試料中 4 試料から検出された．検出さ

れた試料は，土壌 2 試料，茶 2 試料であった．

 前年度は，降下物及び茶 2 試料について平成

23 年 3 月の東日本大震災による影響が示唆さ

れている. 前年度の降下物については，Cs-137
を 4～7， 10 月で検出したほか，4 月分降下物

で I-131，4～6，10月でCs-134を検出したが，

11 月以降及び平成 24 年度はいずれの人工放射

性物質も検出されなかった. 茶 2 試料について

は，前年度は Cs-137 に加えて Cs-134 を検出し

たが，平成 24 年度は Cs-137 のみの検出であっ

た．茶 2 試料は例年微量の Cs-137 を検出して

いるが，平成 24 年度は 0.78～1.9 MBq/kg であ

り，平成 23 年 2 月までの過去 3 年間の値と比

べてやや大きい数値を示した．これまでの報告

5）～6）により，茶樹に吸収された放射性セシウ

ムは葉や細枝に多く分布し，茶葉の収穫ごとに

減少することが知られている．また，Cs-134
については検出限界値未満（計数値がその計数

誤差の 3 倍未満)であったことから，東日本大

震災の影響は低下傾向にあると考えられた．

 その他の測定試料については，平成 23 年 2

月 間 降 下 量

測 定 数 最 低 値 最 高 値 （MBq/k㎡）

平成24年 4月 218.2 8 N.D N.D N.D

5月 191.7 8 N.D N.D N.D

6月 1041.8 18 N.D N.D N.D

7月 411.4 14 N.D N.D N.D

8月 304.7 14 N.D N.D N.D

9月 230.2 8 N.D N.D N.D

10月 286.7 6 N.D N.D N.D

11月 135.3 7 N.D 4.3 3.1

12月 54.9 5 N.D N.D N.D

平成25年 1月 131.4 5 N.D N.D N.D

2月 160.4 5 N.D N.D N.D

3月 59.2 7 N.D N.D N.D

年　間　値 3225.9 105 N.D 4.3 N.D～3.1

－ 316 N.D 11.5 N.D～60.4

*1　過去3年間の計　　　　*2　過去3年間の最小値　　*3　過去3年間の最大値

*4　過去3年間の最小及び最大値

平成23年2月までの

過去3年間の値

(  N.D : 計数値がその計数誤差の3倍未満  ）

表１  定時降水試料中の全β放射能測定結果

放 射 能 濃 度（Bq/L）
採　　水

年　　月

降 水 量

    （mm）

降　水　の　定　時　採　取　（定 時 降 水）

＊１ ＊2 ＊3 ＊4
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平成24年度に検出

採取年月 検体数 されたその他の 単　位

最低値 最高値 最低値 最高値 最低値 最高値 人工放射性核種

宮 崎 市 H24.4～H25.3 4 N.D N.D N.D N.D N.D N.D なし mBq/m

〃 H24.4～H25.3 12 N.D N.D N.D 4.2 N.D 0.11 なし MBq/km

〃 H24.6 1 N.D N.D N.D N.D なし mBq/L

1.3 2.5 なし Bq/kg乾土

71 137 なし MBq/km

2.2 2.6 なし Bq/kg乾土

370 478 なし MBq/km

〃 H24.8 1 N.D N.D N.D N.D なし Bq/kg精米

大　根 高 鍋 町 H25.1 1 N.D N.D N.D N.D なし Bq/kg生

ﾎｳﾚﾝ草 〃 H25.1 1 N.D N.D N.D N.D なし Bq/kg生

川南町,都城市 H24.5 2 0.78 1.9 0.89 1.5 0.4 0.81 なし Bq/kg乾物

高 原 町 H24.8 1 N.D N.D N.D N.D なし Bq/L

1.7

60

2.1

400

*1　前年度の
137

Csを除く人工放射性核種については、降下物…
131

I（N.D～1.8 MBq/km
2
）及び

134
Cs（N.D～3.9 MBq/km

2
）、茶…

134
Cs（0.23～0.75

MBq/kg）

 精　　　米 N.D

野

菜

N.D

N.D

(  N.D : 計数値がその計数誤差の3倍未満  ）

茶

 牛　　　乳 N.D

1.8

120

5-20cm 〃 H24.8 1
1.8

360

 降　下　物

試 料 名 採取場所

 陸水 蛇口水 N.D

土

壌

0- 5cm 〃 H24.8 1

表２　ゲルマニウム半導体検出器による環境及び食物試料中の核種分析測定調査結果
137

Cs 平成23年度2月までの

平成24年度の値 過去3年間の値

 大気浮遊じん

137
Cs

前年度の値

3

2

2

2

＊１

平成24年度に検出

採取年月 検体数 されたその他の 単　位

最低値 最高値 人工放射性核種

宮崎市 H24.4~6 1 なし mBq/L

〃 H24.7~9 1 なし mBq/L

〃 H24.10~12 1 なし mBq/L

〃 H25.1~3 1 なし mBq/L

(  N.D : 計数値がその計数誤差の3倍未満  ）

N.D

N.D

N.D
N.D

 陸水 蛇口水

N.D

表３　ゲルマニウム半導体検出器による蛇口水の核種分析測定調査結果（モニタリング強化）

試 料 名 採取場所

137
Cs

137
Cs

平成24年度の値 前年度の値

N.D

        表４　空間放射線量率測定結果 

最低値 最高値 平均値

平成24年 4月 24.8 39.7 26.4

5月 24.8 41.1 26.5

6月 24.6 50.4 28.1

7月 24.3 56.8 26.4

8月 24.3 31.7 25.4

9月 24.3 46.2 26.2

10月 24.7 54.1 26.4

11月 25.0 47.3 26.9

12月 25.1 39.6 26.6

平成25年 1月 24.8 44.0 26.4

2月 24.6 51.7 27.2

3月 24.5 54.3 26.2

年　間　値 24.3 56.8 26.6

23.9 66.4 26.8

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽﾄ　（nGy/h）
測定年月

平成23年2月までの

過去3年間の値

月までの過去 3 年間の本県及び他県の調査結果

1)～4)とほぼ同程度であった．その他の人工放射

性核種も検出されなかった．

 緊急モニタリングとして東日本大震災後に実

施をはじめた蛇口水のγ線スペクトルによる核

種分析結果を表 3 に示す．前年度に引き続き，

平成 24 年度も全ての試料において検出限界値

未満（計数値がその計数誤差の 3 倍未満)であ

った．

 モニタリングポストによる空間放射線量率調

査結果を表 4 に示す．平成 24 年度の年間平均

値は 26.6 nGy/h であった．降雨日にやや高く

なる傾向

にあるが，全体として平成 23 年 2 月までの過

去3年間の本県及び他県の調査結果 1)～4)とほぼ

同程度の数値であった．

ま と め

 平成 24 年度における宮崎県内の降水，大気

浮遊じん，降下物，蛇口水，土壌，精米，牛乳，

大根，ホウレン草及び茶の放射能並びに空間放

射線量率について調査した．茶については，平

成 23 年 2 月までの過去 3 年間の値と比べて

Cs-137 はやや大きい数値を示したが，Cs-134
は検出限界値未満（計数値がその計数誤差の 3

倍未満)であった．また，その他の試料について

は東日本大震災前の値と同程度であり特に異常

値は認められなかった．

 なおこれらのデ－タは，エネルギー対策特別

会計委託事業に基づく文部科学省からの受託事

業として，本県が実施した平成 24 年度環境放

射能水準調査成果の一部である．
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